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早月川から望む立山連峰／撮影：Tokiko Okazaki
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平成30年４月から平成31年３月まで献眼者ご芳名
平成30年

４月 蘇武　　博 様 富山市

４月 長尾　弘道 様 高岡市

４月 匿 名 希 望 富山市

４月 岩口　　伸 様 射水市

４月 豆川美智子 様 富山市

５月 瀧川　博一 様 富山市

７月 高多　正夫 様 高岡市

８月 青山　　昇 様 富山市

８月 坂井惠津子 様 立山町

９月 堀田　　淳 様 富山市

９月 岡本　武勇 様 富山市

10月 匿 名 希 望 射水市

11月 髙橋　幸子 様 滑川市

11月 二上　桂介 様 高岡市

11月 松原　弘志 様 富山市

11月 匿 名 希 望 立山町

11月 富山　　瞳 様 魚津市

11月 白石　靖子 様 射水市

12月 塚本　　正 様 高岡市

12月 髙木　次雄 様 富山市

12月 篠崎美津子 様 富山市

平成31年

１月 匿 名 希 望 富山市

１月 田島　澄子 様 富山市

１月 横内　隆彰 様 富山市

１月 板野　慶一 様 高岡市

２月 堀　　源郎 様 立山町

２月 金田　礼子 様 高岡市

３月 滝川　定一 様 富山市

厚生労働大臣感謝状伝達式
　10月17日（木）、県庁特別室
において平成30年９月から令
和元年８月までに、献眼いただ
きました皆様に厚生労働大臣か
らの感謝状を伝達させていただ
きました。 
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　人は外部情報の87％を視力で得ているため、目の障害は生きていく上で大変な困難

を伴い、1925年のライオンズクラブ国際大会で、ヘレン・ケラー女史が盲人への援助

を訴えて以来、視覚障害はライオンズの大きなテーマになりました。1928年死体眼か

らの角膜移植が有効と判ると、角膜の入手が容易になり、提供

者（ドナー）と受給者（レシピエント）を繋ぐ「目の銀行」が

1930年米国で発足、45年ライオンズクラブがニューヨークで

アイバンクを設立し、以後一気に全米欧州に拡大しました。

　日本では1949年岩手医科大学の今泉亀撤教授が、第１例を

施術。56年には手術費用を工面できず開眼を諦めた青年の話

が、米国のライオンズクラブに伝わり、同クラブは東京ライオ

ンズクラブに費用を送金、これがきっかけで在京６クラブが移

植推進PRの協会を発足させると活動は全国のクラブに拡大、クラブ員である眼科医に

よる独自のアイバンクも誕生しました。また米軍属のアイバンク設立への協力の申出も

ある中、56年角膜移植法案が国会で審議未了となったため、翌57年の今泉教授の施術

は死体損壊罪と地元新聞が大々的に報道、これを受けた最高検察庁は、人道的道徳的

見地から犯罪ではなく、「罪は審議未了にした国会にある」としました。58年には法案

は国会を通過、移植手術は正式に合法化され、次々と眼球銀行が誕生した。63年角膜

あっせん業許可基準が公布され現在のアイバンクの形態が整った。前記のいきさつから

54あるアイバンクの大半の設立母体はライオンズクラブです。56年の実質献眼登録第

１号も岡山のクラブ員原勝巳氏であり、60年70年代にはライオンズの献眼活動により

亡くなった町民の３割もが献眼する町もありました。現在移植待機者は約3,000人（潜

在的に数万人）に対し供給は、800人以下であり角膜は圧倒的に不足しています。

　また高齢化と共に障害者は増加、2030年には200万人とも推定されます（内３割は

角膜異常）。

　今年iPS細胞による移植が成功したが、費用が超高額であり、献眼に依る費用と同等

になるのは相当先のこと、当面はやはり善意による献眼が主体です。改めてヘレン・ケ

ラー女史の訴えを思い起こし、人生最後の善意（角膜）を贈りたいものです。

日本での献眼の始まりとヘレン・ケラー

故　今泉亀撤教授

QRコードを読み込んでください。動画を見ることができます。

右：1925年ライオンズクラブ国際大会にてヘレンケラー女史のスピーチ

左：�公共広告機構�「アイバンクに登録してください」（1957年の少女と

今泉教授）
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　主人と縁あって2005年２月に中国から日本にお嫁にやってきました。2007年８月に

娘が生まれ、子育てをしながら、野菜を作り始め、珍しい野菜、西洋野菜、山菜、カラ

フル大根などを作っては、農協や地場もん屋、黒崎屋などに出荷しています。

　主人は10年ほど前から肺の病気になり大学病院で治療をしていました。亡くなる３

ケ月前には癌がみつかりまし

た。娘を育てながら野菜を作

り、それに主人の看病を一生懸

命がんばって生きてきました。

　でも、主人との別れの日がき

ました。

　主治医の先生から「献眼」の

話がありました。コーディネー

ターから説明を受けましたが、

悩みました。でも、娘の一言で

提供を決心しました。

　まだ、小学生の娘を残して旅

立った主人はきっと心残りであったと思います。でも、献眼によってどこかで娘と私を

見守ってくれていると思うと元気がでます。

　娘との二人の生活が始まり約１年が経ちまし

たが、今も主人がそばにいると思いながら野菜

作りをがんばっています。

　夢は自分で作った野菜で餃子屋を作ることで

す。

献眼者ご遺族の手記
青山　麗子

2017.６.３�in�加賀フルーツランド

富山の野菜　青ちゃん畑の野菜

次ページの移植を受けた方との関連はありません
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　この度は、ご縁がありましてあなた様方のご家族の角膜をいただくことになりまし

た。ありがとうございます。

　私は息子夫婦と共に日本そば店を営んでおります。私の親の代からの営業で約100年

になります。私は仕事上も、車の運転が必要でありますが、趣味が温泉旅行とドライブ

です。そのため大変不自由を感じておりましたがこの度、角膜をいただくことができて

大変感謝しています。この先は、眼が治り明るい未来を信じて頑張ります。あなた様方

におかれましてもいつまでもお元気でありますように心からお祈り申し上げます。本当

にありがとうございました。 合掌

　この度は私に貴重な角膜をご提供くださったドナー様及びご家族様に心から感謝致し

ます。本当にありがとうございました。今年５月に突然左眼の角膜に穴が開き、至急移

植手術が必要となりご提供いただきました。主治医の先生から、富山の方からきれいな

角膜を提供された旨を伺った時は不思議なご縁を感じました。富山は亡き父の出身地で

もあり、私自身も子供の頃よりとても親しみを感じておりました。二度の手術がありま

したが、視力も徐々に回復してまいりました。いただいた角膜を大切にこれからの人生

を歩んでまいります。一緒にいろいろな物を見てまいりたいと思います。改めて、角膜

のドナー様とご家族様に心より御礼申し上げます。また執刀いただいた先生をはじめ皆

様方に感謝致します。

　春光うららかな季節を迎え、ご家族の皆様にはますますご健勝のことと存じます。ご

家族の大切な角膜をいただき、ありがとうございました。視界が霞み周りが良く見えな

くなってから、転ばぬように下を向くことが増えていました。そんなときに、角膜移植

ができるとの連絡をいただきました。移植後に元の生活を取り戻せるか不安もありまし

たが、手術後の開けた視界は鮮烈で今も鮮明に蘇ります。おかげさまで、引退を考えて

いた仕事にも復帰できております。人生に光と夢をいただき、前を向いて１日１日を楽

しく生活できております。本当にありがとうございました。

　春爛漫の折、どうぞお健やかにお過ごしください。

移植を受けた方からの手紙
男性

60歳代　女性

60歳代　女性



− 6 − − 7 −

富山東ライオンズクラブ
　会長　高田　重信

　富山東ライオンズクラブは本年

創立40周年を迎え、スローガン

として「40周年歴史が織りなす 

ウィサーブ」を掲げ今年度スター

トしました。この40年間積み上

げてきたクラブの実績を活かし、

現在のメンバーと知恵を出し合い

ながら記念事業を企画し、地域の

皆様に富山東ライオンズクラブの

活動の一端を知ってもらうため

に、10月19日土曜日に「富山駅

南口周辺および南北一体となった

駅舎通路」を使って、「ふれあい広場」という名称で、チャリティーバザー、ふれあい

コンサート《幼稚園児の演技・男性コーラス・ハープ・フルート・琴・バンド演奏・手

品など》、子供向け金魚すくいなどのゲームコーナーを設け実施しました。

　併せて、ライオンズクラブとして継続的に取り組んでいる「アイバンク活動」につい

て、「ふれあい広場」に来られた人たちや通行人の方々に、パンフレットの配布や募金

の呼びかけを行い、アイバンク

のPR活動が展開できたと思い

ます。

　この40周年を契機に、富山

東ライオンズクラブが更にス

テップアップできるよう、メン

バーと協力して今後も意義ある

アクティビティを推進し、次代

に繋いでいけるよう努力してい

きます。

富山東ライオンズクラブ40周年記念事業
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砺波ライオンズクラブ
会長　杉 木　　徹

ライオンズクラブとしての使命

　砺波ライオンズクラブでは、アイバンクの活動や献眼について広く啓蒙するにあた

り、まずメンバー自身が詳しく知らなければ…ということから、例会においてアイバン

クや献眼のことを学ぶ機会を設けてきました。長く役員として（公財）富山県アイバン

クの事業に関わっておられる当クラブメンバーのＬ野村謹吉や入江真理コーディネー

ターを講師にアイバンクの現状や課題などの話をしていただきました。また、アイバン

クの活動啓発用DVD「ヒ・カ・リ」を鑑賞して、献眼についての知識を深めてきました。

毎月、（公財）富山県アイバンクから発行されている「アイバンク情報」も例会時に配布

し、アイバンクの現状や活動を知ってもらうようにもしています。

　地域での啓蒙活動としては、「ショッピング　ア・ミュー」での献血に併せて献眼の

チラシを配布してきました。今までは、チラシを配布するだけで、直接、声をかけるこ

とはしていませんでしたが、ライオンズクラブの使命として、アイバンクの活動がもっ

と身近なものになるように、角膜移植・献眼・献眼登録のことを伝え、その場で献眼登

録をしてもらえるような事業の必要性も感じています。

　“献眼で　あなたにもできます「光」の贈りもの”を念頭に置き、メンバー100％献

眼登録を目指し、家族や知人、地域の人に声をかけ、多くの人に登録してもらえるよう

メンバーが一丸となり取り組んでいきたいと思っています。

　まずは、献眼登録から！！

クラブ例会でアイバンクの説明をする
クラブメンバーの野村謹吉アイバンク理事
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ご芳志ありがとうございました。 敬 称 略
単位：円

髙瀬　清春 110,000
屋根　愼二 42,000
河島　早苗 30,000
野村　謹吉 30,000
筏井　晴夫 20,000
豊田　耕一 20,000
畠山　志郎 20,000
中野　忠雄 15,000
伊賀　　肇 10,000
磯野　敏雄 10,000
大浦　　均 10,000
神嶋　利夫 10,000
河崎　一夫 10,000
笹島　延元 10,000
竹嶋　一恭 10,000
武田　　宏 10,000
立浪　和也 10,000
立浪　真美 10,000
栂野尾桂子 10,000
能瀬　和雄 10,000
野澤　喜一 10,000
林　　　巌 10,000
舛谷　専一 10,000
松井久雄・優子 10,000
松岡　秀子 10,000
松本のり子 10,000
村上　　果 10,000
山田　秀三 10,000
石田　康次 6,000
森川洋介・敬介 6,000
赤川詩津子 5,000
石丸　紀子 5,000
小川　季子 5,000
斉藤　譲一 5,000
境　　里子 5,000
炭谷　洋子 5,000
中尾　順一 5,000
一刎　幸子 5,000

福井　　博 5,000
二口　清子 5,000
堀　　壽夫 5,000
森田　明子 5,000
吉田　幸子 5,000
朝倉　一美 3,000
跡治　幸子 3,000
幾島かをる 3,000
石黒　　寛 3,000
石山　金司 3,000
稲場トシ子 3,000
稲村　栄勝 3,000
上田　雄一 3,000
内山　照子 3,000
尾山　和子 3,000
片岡毅久雄 3,000
木山　　隆 3,000
駒野　松也 3,000
近藤　康広 3,000
堺　美奈子 3,000
作田純一郎 3,000
櫻井　惠子 3,000
佐々木公子 3,000
佐竹　幸江 3,000
佐藤　瑞恵 3,000
三田　和子 3,000
志鷹　高子 3,000
島崎　君枝 3,000
杉岡　洋子 3,000
千羽　真貴 3,000
千龍義信・かな子 3,000
卒田小百合 3,000
髙木　和夫 3,000
髙林　　敏 3,000
竹田　市次 3,000
竹部　俊惠 3,000
田之下和美 3,000
谷野　克巳 3,000

田谷　睦己 3,000
辻　美代子 3,000
出口テル子 3,000
寺澤　和美 3,000
鳥切百合子 3,000
中川　正吉 3,000
中川吏永子 3,000
中西　広一 3,000
中保　　昭 3,000
西田　君代 3,000
畑　　孝子 3,000
林　　朝夫 3,000
林　　勝美 3,000
林　　玲子 3,000
久田　茂光 3,000
広上　成志 3,000
福田　靖子 3,000
前澤　富枝 3,000
松島　重雄 3,000
水木　國夫 3,000
溝口恵美子 3,000
南　　正子 3,000
宮島さだ子 3,000
目澤　益子 3,000
元野　清光 3,000
矢木　義人 3,000
矢野　宏樹 3,000
山田　和枝 3,000
山田志津枝 3,000
山本　　清 3,000
吉田　卓矢 3,000
米澤　　務 3,000
和田　亨子 3,000
二上　　功 2,000
我妻　眞美 2,000
大嶋　淳子 1,000
久々湊　藍 1,000
篠崎　宣行 1,000

☆一般（個人）

□寄付者　ご芳名　平成30年４月〜平成31年３月

☆一般（法人・団体）
医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院 300,000
医療法人明世社白井病院 200,000
株式会社北陸電設 200,000
永森建設工業株式会社 100,000
株式会社マルチョウ神戸屋 50,000
セントラルメディカル株式会社 30,000
立浪眼科医院 20,000
日商建材株式会社 20,000

株式会社すがの印刷 10,000
株式会社富山県義肢製作所 10,000
とよだ眼科クリニック 10,000
株式会社中曽根造園 10,000
有限会社ホームサポートオダケ 10,000
田中眼科医院 6,000
片山眼科医院 5,000
有限会社サイキ機工 3,000

☆ライオンズクラブ関係
嘉藤�肇１リジョン２ゾーン就任記念チャリティーゴルフ大会 100,000
ライオンズクラブ２リジョン２ゾーンガバナー公式訪問 100,000
ライオンズクラブ１リジョン３ゾーンゴルフ愛好会 78,081
ライオンズクラブ２リジョン３ゾーンガバナー公式訪問 50,000
八尾婦中・大山・富山西ライオンズクラブ合同ゴルフ大会 20,000
富山みなとライオンズクラブ 113,000
富山セントラルライオンズクラブ 110,000

立山ライオンズクラブ 100,000
富山神通ライオンズクラブ 80,000
八尾婦中ライオンズクラブ 50,000
滑川有恒ライオンズクラブ 50,000
朝日町ライオンズクラブ 50,000
氷見ライオンズクラブ 24,000
富山アラートライオンズクラブ 10,000
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個人会員
□賛助会員　平成30年４月〜平成31年３月

秋本　政亮

油本　　茂

石川　勝康

石川　雅朗

石﨑　敬治

石﨑　由則

石田ひとみ

一川　順彦

伊東　紀一

伊藤　光雄

今井　幹雄

今村　知代

入井　孝博

植田　芳樹

内山　英男

梅田　清一

浦野　孝一

大浦　　均

大﨑　利明

太田　　茂

大田　妙子

大塚　光哉

大庭　知子

岡本　武勇

奥原喜代司

尾崎　　誠

小沢　正康

尾谷　秀雄

小津ゆかり

片口　尚志

片山　寿夫

加藤　樹永

金井　澄子

鎌谷　克彦

上山　恵巳

狩野　俊哉

河原　知昭

刑部　郁子

清河　高之

清河　　衛

串田　正二

熊本　新一

黒﨑　春久

慶野　耕一

高縁　　勲

髙縁　　勉

斉藤　周子

齊藤　讓一

酒井　清光

境　　　伸

佐賀野昭一郎

作村佐智子

澤飯　公臣

澤泉　　弘

篠崎　孝伸

篠田　和男

清水　英子

杉本喜久子

図師　真弓

高岸　和男

髙野　光子

高林　　敏

高柳　　昇

竹本　福志

舘　奈保子

谷川　　悠

谷口　清高

谷口　正明

谷口　保孝

土田　　豊

寺井　　仁

寺﨑　達二

東條　直貴

戸澤　秀行

飛田　茂代

富山　秀喜

豊田　葉子

虎谷　武道

鳥崎　真人

鳥山　　博

長岡　貴啓

中川　伸一

中川　正人

長勢　知子

長田　雅子

中村　孝子

波岡　一子

西野　義隆

新田　正昭

野崎　唯吉

野尻津喜夫

野尻登美子

能瀬　和雄

野村　賢政

長谷川修博

畠山　　明

畠山　敏一

濱多　等志

林　　篤志

林　　　瞳

稗苗　清吉

廣瀬　和夫

廣瀬　利行

藤記　尚子

藤塚由紀子

藤巻　篤子

干場　　毅

保里真理子

本元　幸俊

町田スヾエ

松倉　正機

松崎　孝治

松本　憲治

三井田一博

水木　國夫

水野　敏博

道原　英克

宮腰　晃央

宮島　　清

宮野　高司

村椿　　晃

森　　　弘

森田　嘉樹

山尾　佳史

山崎　和子

山崎　泰邦

山崎与四之

山下　陽子

山林　雅和

山本　明彦

吉崎　清則

吉崎　　剛

吉崎　　実

吉田　　讓

若森　征雄

綿屋　和美

法人会員
☆一般

株式会社岩黒製作所

株式会社押田建築設計事務所

株式会社北日本工芸

久保毅税理士事務所

株式会社黒東アメニティー公社

有限会社笹島商事

サンユウセキュリティ株式会社

株式会社システック

株式会社すがの印刷

株式会社セイアグリーシステム

高瀬公認会計士事務所

東光運輸株式会社

株式会社富山県義肢製作所

富山スガキ株式会社

医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院

平田眼科医院

株式会社広野

富源商事株式会社

株式会社藤井産業

伏木海陸運送株式会社

伏木貨物自動車株式会社

有限会社北高運輸

北陸バンドー株式会社

北陸エンジニアプラスチック株式会社

株式会社マスイ

有限会社舛谷解体工業

丸進商事株式会社

株式会社マルチ・アクセス・カンパニー

株式会社丸八

ミユキ化成株式会社

優トラベルクラブ

株式会社渡辺板金工業

滑川有恒ライオンズクラブ

滑川ライオンズクラブ

高岡フラワーライオンズクラブ

となみセントラルライオンズクラブ

☆ライオンズクラブ関係
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募金ありがとうございました。平成30年４月〜平成31年３月
☆一般

ポプラ高岡泉ヶ丘店 22,853
医療法人社団ますだ眼科医院 20,038
ポプラ戸出春日店 8,988
グリーンリーブス高岡市民病院売店 5,428

カレーハウスコロンブス 4,908
立浪眼科医院 4,116
ヤマト運輸㈱富山主管支店 2,215

小杉ライオンズクラブ 31,636
氷見ライオンズクラブ 21,445
高岡志貴野ライオンズクラブ 15,031

新湊ライオンズクラブ 10,000
入善ライオンズクラブ 8,653

☆ライオンズクラブ関係

富山県内の視覚障害者スポーツ
　東京2020パラリンピック競技大会まで１年を切りました。
　マラソンをはじめとする陸上競技、馬術、自転車（タンデム）、柔道、水泳などで視覚
に障害がある選手もパラリンピックを目指して頑張っています。
　そこで、今回は富山県内で活動している視覚障害スポーツクラブチームをご紹介します。

☆富山県グランドソフトボールチーム
　ソフトボールのルールを基本に１チーム10人で行う野球です。１チームには必ず全盲
者（全く視覚が無い人）が４人以上含まれる必要があります。

問い合わせ先　高橋克人さん（☎076-433-7383）

☆富山STT（サウンドテーブルテニス）
　卓球の球の中に金属粒が入ったボールを用い、そのボールがテーブル上を転がることで
出る音を頼りに打ち合う競技です。 問い合わせ先　池田一義さん（☎076-478-5867）

☆ブラインド伴走会富山
　一本のロープでつながり、視覚障害者と晴眼者が、ランニン
グを楽しんでいます。
問い合わせ先（メールアドレス：blindtoyamarunning@gmail.

com）

☆富山三つ星山の会
　たくさんの方々に富山の自然に触れてほしいとの趣旨のもと
にサポートロープを使って視覚障害者の皆さんと一緒に登山、
スキー、ボルダリングを楽しんでいます。

問い合わせ先　桐井英志さん（☎076-423-3448）

　これらの団体は富山県障害者スポーツ協会に登録されている団体です。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成30年度事業報告

〈公益事業１〉眼のあっせん等に関する事業

⑴献眼登録者の募集および啓発事業

　　登録希望者へパンフレットの配布、登録カードの発行を行った。

　　本年度の献眼登録者数は、66名となった。

⑵眼球あっせん事業

　①眼球のあっせん

　　●�ドナー情報が37名あり、28名から提供を頂いた。

　　

献眼月 年齢　 性別 在住地

４月

70歳代 男性 富山市

80歳代 男性 高岡市

60歳代 男性 富山市

50歳代 男性 射水市

80歳代 女性 富山市

５月 60歳代 男性 富山市

７月 80歳代 男性 高岡市

８月
60歳代 男性 富山市

70歳代 女性 立山町

９月
50歳代 男性 富山市

80歳代 男性 富山市

10月 70歳代 男性 射水市

11月
80歳代 女性 滑川市

70歳代 男性 高岡市

献眼月 年齢　 性別 在住地

11月

70歳代 男性 富山市

50歳代 女性 立山町

80歳代 女性 魚津市

70歳代 女性 射水市

12月

60歳代 男性 高岡市

60歳代 男性 富山市

90歳代 女性 富山市

１月

60歳代 女性 富山市

80歳代 女性 富山市

70歳代 男性 富山市

90歳代 男性 高岡市

２月
80歳代 男性 立山町

60歳代 女性 高岡市

３月 80歳代 男性 富山市

　　●提供者のご葬儀に参列し、弔辞を奉読し、感謝状を伝達した。

　　●提供者ご遺族へ、角膜移植報告を行った。

　　●厚生労働大臣感謝状伝達式を開催し、献眼者ご遺族へ感謝状を伝達した。

　　●�提供眼球の検査等を行い、医学基準に基づき、角膜のあっせんを行い、56名の方

に角膜移植が、また、強膜のあっせんを行い、58名の方に強膜移植が行われた。

　②移植希望者の募集および登録

　　●移植を希望する医療機関より移植申込を受け、移植待機リストを作成した。

（平成30年４月１日〜平成31年３月31日）
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⑶普及啓発事業

　①医療従事者への啓発活動

　　●�富山県立中央病院、厚生連高岡病院、高岡市民病院において病院症例検討会を行っ

た。

　　●�市立砺波総合病院、厚生連高岡病院、富山県立中央病院、富山大学附属病院の院内

移植委員会等に参加した。

　　●�啓発活動の一環として済生会高岡病院、富山大学附属病院第３内科、高岡市民病

院、南砺市民病院において献眼啓発講演を行った。

　②一般県民への啓発活動

　　●街頭での啓発活動を県内各地で23回実施した。

　　●啓発活動の一環としての講演を２回実施した。

⑷その他

　　　第78回富山眼科集談会にてミニ発表をした。

　　　角膜カンファランス2018にてポスター発表をした。

　　　県内外の角膜移植に関する学会、セミナー等に参加した。

〈公益事業２〉眼の衛生に関する普及啓発事業

⑴�情報紙「アイバンク情報」を月１回発行し、ホームページに掲載した。

⑵�広報誌「富山県アイバンクだより第24号」7,500部を発行し、登録者並びに県内外関係

機関へ配布した。

寄附金を頂いた個人・団体などへ感謝状を伝達した。

富山大学附属病院羊膜ドナーに対するインフォームド・コンセントに２回立会った。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成30年度収支決算書（損益）
平成30年４月１日〜平成31年３月31日

（単位：円）

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴経常収益

　①基本財産運用益 21,409 0 21,409

　②特定資産運用益 1,495 0 1,495

　③受取会費 980,000 0 980,000

　④事業収益 13,720,000 0 13,720,000

　⑤受取補助金等 2,880,000 1,000,000 3,880,000

　　富山県補助金収入 1,350,000 0 1,350,000

　　LC奉仕銀行助成金収入 1,500,000 1,000,000 2,500,000

　　富山県善意銀行助成金収入 30,000 0 30,000

　⑥受取寄付金 2,781,268 62,124 2,843,392

　　寄附金収入 2,688,081 0 2,688,081

　　募金収入 93,187 62,124 155,311

　⑦雑収益 237,656 158,437 396,093

　経常収益計 20,621,827 1,220,562 21,842,389

⑵経常費用

事業費 19,393,759 0 19,393,759

　①眼球のあっせん等に関する事業費 4,420,653 0 4,420,653

　②眼の衛生に関する普及啓発事業費 1,255,788 0 1,255,788

　③公益事業共用費 13,038,240 0 13,038,240

　④什器備品償却費 679,078 0 679,078

管理費 0 2,197,627 2,197,627

　①諸給与支出 0 1,168,981 1,168,981

　②会議費支出 0 427,250 427,250

　③需用費支出 0 523,416 523,416

　④退職給付費用 0 77,980 77,980

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

　⑤什器備品償却費 0 0 0

　経常費用計 19,393,759 2,197,627 21,591,386

評価損益調整前当期増減額 1,228,068 △�977,065 251,003

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 1,228,068 △�977,065 251,003

２．経常外増減の部

⑴経常外収益 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0

⑵経常外費用 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 1,228,068 △�977,065 251,003

　一般正味財産期首残高 83,178,502

　一般正味財産期末残高 83,429,505

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　受取補助金等 0 0 0

　受取負担金 0 0 0

　受取寄附金 0 0 0

　基本財産運用益 0 0 0

　基本財産利息収入 0 0 0

　特定資産運用益 0 0 0

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 83,429,505
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公益財団法人富山県アイバンク相談役・理事・監事

理事39名・監事２名

役　職 氏　名 勤　務　先

理 事 長 大黒　幸雄 株式会社マルチ・アクセス・カンパニー　代表取締役

副理事長 磯野　敏雄 司法書士･土地家屋調査士･行政書士磯野敏雄事務所　所長

副理事長 牧　　　亨 東光運輸株式会社　代表取締役社長

常務理事 森　　　弘 防災電設株式会社　代表取締役

常務理事 木村　正明 株式会社木村経営会計事務所　代表取締役

名誉理事 高田　　眞 阪神容器株式会社　代表取締役会長

理　　事 宮岸　　武 北陸バンドー株式会社　代表取締役社長

理　　事 伊勢　豊彦 株式会社セイアグリーシステム　代表取締役

理　　事 野村　謹吉 株式会社ガスコムノムラ　会長

理　　事 金井　澄子 元公益社団法人富山県善意銀行　特別参与

理　　事 笠島　　學 医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院　理事長・院長

理　　事 藤巻　篤子 木戸クリニック　

理　　事 林　　篤志 富山大学附属病院長・富山大学医学部眼科　教授

理　　事 中尾　順一 株式会社ホクペレ　代表取締役会長

理　　事 市村　仁志 富山県　厚生部長

理　　事 車　　　司 社会福祉法人富山県社会福祉協議会　専務理事

理　　事 片山　壽夫 片山眼科医院　院長

理　　事 藤塚由紀子 元富山県消費者協会　事務局長

理　　事 宮本　眞弓 元富山医療福祉専門学校　副学校長

理　　事 井村　昭彦 元富山県議会議員

理　　事 筏井　晴夫 元高岡信用金庫

役　職 氏　名 勤　務　先

理　　事 門前　昌志 阪神化成工業株式会社　総務部長

理　　事 熊野　　清 砺波宅建企画　代表

理　　事 畠山　志郎 株式会社北陸電設　取締役

理　　事 苗加　康孝 有限会社苗加製作所　代表取締役

理　　事 齋藤　　博 萩浦工業株式会社　代表取締役社長

理　　事 嘉藤　　肇 鈴木工業株式会社　代表取締役社長

理　　事 髙縁　　勉 髙縁タイル店　代表

理　　事 小竹　茂樹 オダケホーム株式会社　代表取締役会長

理　　事 増井　　修 株式会社マスイ　代表取締役

理　　事 松井　謙二 株式会社北陸工営　代表取締役

理　　事 澤泉　　弘 澤泉登記測量行政事務所　所長

理　　事 渡邊　清隆 株式会社富山市場輸送　代表取締役

理　　事 三井　隆夫 中央薬品株式会社　取締役常務執行役員

理　　事 中屋　久孝 　

理　　事 関澤　　浩 株式会社アルキャン　代表取締役

理　　事 野村　賢政 株式会社新湊ヤンマー　代表取締役

理　　事 柏木　俊之 柏木工業株式会社　代表取締役

理　　事 斉藤　彰久 スポーツキャプテン　代表

監　　事 高瀬　清春 高瀬公認会計士事務所　代表

監　　事 石村　正男 北海工業株式会社　代表取締役

（令和元年７月25日現在）

（令和元年７月25日現在）

役　職 氏　名 勤　務　先

名誉顧問 高田　順一 阪神容器株式会社　代表取締役社長

役　職 氏　名 勤　務　先

相 談 役 中川　忠昭 富山県議会議員

相 談 役 渡辺　守人 富山県議会議員

名誉顧問１名・相談役２名��

− 15 −
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公益財団法人富山県アイバンク評議員

氏　名 勤　務　先

泉野　正人 株式会社泉野地所　代表取締役

高松　丈志 株式会社高松機板製作所　代表取締役会長

内野　　忠 株式会社北越　代表取締役社長

木村　貴之 有限会社エイキ　代表取締役

高田　重信 富山市議会議員

五十嵐　務 有限会社富山メディアワーク（県議会議員）　取締役

今井　節子 シーエスフィールド株式会社　取締役

長谷川修博 日本海調温株式会社　代表取締役

山口　　清 有限会社富山重機　代表取締役社長

小山　　登 有限会社南大門　代表取締役

岡本　葉子 有限会社プロハート　代表取締役

山口　勝康 株式会社CSM　代表取締役

辻井　益雄 株式会社富花　代表取締役

南　　俊正 元富山市議会議員　

笊畑　孝生 有限会社テクニカ　代表取締役

毛利　　功 株式会社毛利園芸　代表取締役

菅野　寛二 株式会社すがの印刷　代表取締役

中田　眞法 大岩山日石寺　責任役員

橋本　　篤 橋本事務所　代表（所長）

氏　名 勤　務　先

渡辺　隆英 有限会社渡邊工業　代表取締役

渡辺　誠治 有限会社わたなべ電装　代表取締役社長

高縁　　勲 有限会社高縁自動車　代表取締役

弓野　久和 大家庄農事生産組合　組合長

森田　誠一 株式会社森田木工所　代表取締役

若森　征雄 若森商店　代表

北林　和正 有限会社北林不動産管理　代表取締役

田邉ゆかり 株式会社エイアイエスコーポレーション　代表取締役

車　　啓三 クルマ商事株式会社　代表取締役

工藤　光也

板野　吉秀 株式会社いたの　代表取締役社長

飯田　和男 有限会社ミナト　代表取締役

新多　勇人 優トラベルクラブ　代表者

伊藤　光雄 イトウ重機工業株式会社　代表取締役

坂東　　昭 有限会社坂東設備　代表取締役

片山　和行 株式会社北越　代表取締役社長

今井　　司 となみ観光交通株式会社　取締役

長原　好成 公益社団法人富山県善意銀行　事務局長

（令和元年８月10日現在）

　毎号表紙の写真には、目が見えたら見せてあげたいものをと考えます。いの一番は
家族の顔だと思いますが、写真収集が難しいので、赤黄青緑と色彩に富んだ花々や、
雄々しい山々と青い空など見せてあげたい風景やその年に開かれた代表的イベントの
写真などから選んでいます。前号で初めて見込み薄と思いながら、写真の公募を記載
したところ、素敵な表紙にピッタリの応募が何枚もあり、今回はその中から選定しま
した。「アイバンクだより」が写真マニアにまで読まれているとは感激です。やがて
は表紙写真コンクールも、と今後に大きく期待しています。
　国内のライオンズが献眼に注力し始めてから60年以上が経過して、クラブ員も二
世代目から三世代目へ移ろうとしている今、献眼への第一世代の努力を再確認する為
に昔を振り返る意味で、頁を割きました。
 広報委員　畠山志郎（富山みなとライオンズクラブ所属）
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アイバンク　Ｑ＆Ａ

献眼は心停止後に眼を提供していただくことで、臓器提供は、体内
の臓器を提供することです。

年齢の制限はありません。100歳以上の方からもご献眼いただいて
います。また臓器提供は、肝臓を除いて年齢制限があります。

ご本人の意思でアイバンクに登録していただくと、登録カードを発
行します。そしてご本人が亡くなられた時点でご家族からアイバン
クに連絡していただくしくみになっています。
また、登録していなくても拒否していない限り、ご家族の同意で提
供できます。

できます。白内障や近視、乱視、老眼、色覚障害のある方のような
眼の異常があっても献眼は可能です。

お亡くなりになったところで提供していただきます。病院であれば
病院で。またご自宅であればご自宅まで医師が出向きます。

エイズ・Ｂ型肝炎・神経系疾患・敗血症・白血病などの病気は献眼
できません。

義眼を入れお顔が変わらないようにていねいに処置します。おだや
かな顔はそのままです。 
また、摘出時間は30分程度とわずかです。

Ｑ１．献眼と臓器提供ってどう違うの？

Ｑ２．何歳までできるの？

Ｑ３．どうやって提供するの？

Ｑ４．白内障の手術をしたのですが献眼できますか？

Ｑ５．どこで提供するの？

Ｑ６．献眼できない病気ってあるの？

Ｑ７．献眼した後はどのようになりますか？

Ａ１．

Ａ２．

Ａ３．

Ａ４．

Ａ５．

Ａ６．

Ａ７．


